青明舎　　フェイスシート
平成21年5月23日　担当：末政　絵美　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　濱中　宏子　様　　　男・女　　　　昭和　58　年　10　月　23　日生（25歳）

	
	〒039-1104　

　八戸市田面木字法霊林6-28　　　　　　　　　電話　0178-46-0434

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯　080-1855-5405（本人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　携帯　090-2274-9022（母）



	
	病　　名
	軽度知的障害
	合　併　症
	膀胱炎（疑い）

	
	発症時期
	　　　　　出生時
	罹 患 期 間
	25年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	なし
	外来受診日
	なし

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	
	有・無（愛護B）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級

	
	その他
	給料　8万円/月

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	階上キューピー（持ち場：サラダ）

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	H19年1月
	身長
	155cm
	体重
	－

	最終学歴
	名久井農業高校卒業
	免許・資格
	普通自動車運転免許

	職　歴
	アルバイト（よこまちストア、クリーニングなど）、パート（階上キューピー工場）

	保　護　者
	氏名　　濱中　　　　様　　　　　　　続柄　　　母　　　（同居　・否）

	利用目的

・職場での悩みや生活の相談場所として利用したい。

	生活歴

　八戸市にて同胞4名第3子次女として出生。出生時は難産であった。身体的な異常はなく経過していたが、1歳8ヶ月頃より、情緒や言語の発達の遅れが目立つようになる。騒いだり暴れたりすることはなく、保育園でも他者とトラブルになることはなかったため、両親は問題としては捉えてなかった。通級の小学校・中学校へ進学し、授業にはようやくついていくような状況であった。学校へ行きたがらなかったり、友達がなかなかできないこともあり、毎日のように母親が学校へ送っていた。中学校卒業後は、名久井農業高校へ進学。高校卒業後は、就職面接で内定が決まっても、実際現場に出ると、作業内容を覚えられないことや仕事のミスが多く、仕事が3日も続かないことが度々あった。兄や姉からの勧めもあり、20歳頃に知的障害の認定を受け、療育手帳を取得し・障害年金を受給（湊病院受診）。その後も食品スーパーやクリーニング店などのアルバイトをしていたがいずれも長続きしなかった。南部町にある知的障害者通所授産施設「森の菜園」へ3ヶ月ほど通所していたこともあった。ハローワークへ障害者登録を行い、就職面接を受けた結果、階上キューピーの内定が決まる。H19年1月から3月まで職場適応訓練を導入し、その後はトライアル雇用(3ヶ月)を経て、パートとして週5日（8：00-17：00）で働いている。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父：単身赴任中。本人との関わりはあまりない。

母：時折中期で単身赴任の父のもとへ出かけていく。本人に対しての障害理解は出来ている。

兄弟：それぞれ独立している。姉は1～2ヶ月に一度程度、メールを交換するという。


平成21年5月25日　（月）

	氏　名
	濱中　宏子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和58年10月23日　（25歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 職場での悩み事を適切に相談する（短期）

· 母親不在時の欠勤の回数を減らしていく（中期）


	これまでの経過　

	【職場環境】

　　　　食品加工工場　階上キューピー　

　　　　パート　5日/週（8：00～17：00）　※日曜日は定休日

　　　　現在は自家用車で出勤している。

　
作業内容

要冷蔵のパックに詰めた和え物サラダを、次々にボックスに詰めて、カートで

運搬口まで運ぶ

部署

・持ち場は工場の入り口からすぐの場所で、来客時には一番目立つ場所

・チームは5～6名で女性のみ（30～50代）

上司

チームのリーダー（工藤氏）、責任者（古沢氏）

連絡手段

メールや電話での情報提供
【経過】

　・H19年1月～6月　-職場適応訓練事業・トライアル雇用-

　　作業の適正を見極めるため、工場の様々な作業を行う（そぼろの計量、パスタソースのパウチ袋詰め、生肉・スコッチエッグ処理作業、毛髪除去のローラーがけ等）。作業手順や任された業務は、スピードを求めなければ確実に行うことができている。作業中、私語が目立ち、特にプライベートな話をして、周囲の人の迷惑になることがあり、担当部署を検討することとなる（できるだけ人と密着しないような部署へ）。また、事業所前の誘導係の人へ缶コーヒーをあげたり、携帯の番号を渡す等の行為があり、指導・介入を要していた。

　

　・H19年7月～H20年12月　-就労-

　　パウチ詰めの作業は人との密着が多く、私語のもととなるため、和え物サラダ担当となる。作業工程は理解しており、作業は問題なく行っている。

日常生活場面では、バスの運転手に声を掛けられ、電話番号を交換したという。その後より、執拗に遊びに誘われていると本人は言うが、男性へ誘いを断らず、曖昧な返答をしている状況であった。

・H20年12月　-職場上司と面接-

母親が正月に、単身赴任中の父の元へ2週間ほど行くことになる。H20年12月、職場の責任者（古沢氏）と面談を実施。母親が長期不在となる期間、職場を休みがちになることや、「悪く言われる」「自分が相談したくてもみんなに噂される」等、些細なことで周囲に対して被害的となるという情報がある。また、最近職場で失禁したということで、対策も必要となった。

男性との関係は続いており、断りきれず、カラオケに遊びに行ったと報告がある。性的な関係はないものの、ストレスになっているのであれば本人からもバス会社へ直接クレームの電話をしてみるよう促していた。

・H21年1月　–正月明けの欠勤・男性関係-

正月中、母親が名古屋に単身赴任中の父の元へ行くこととなり、祖母宅で過ごす。1/4より仕事が始まったが、本人がすでに4日間も出勤していないという情報がある。本人から青明舎に連絡が入り「祖母が風邪をひいたから看病しないとならない」と理由を話す。実際、祖母は風邪を引いていたが、至って軽度であり、介護の必要はないという状況であった。母から本人へ出勤するように電話してもらうことで、ようやく出勤していた。また、

母が帰省してから、青明舎スタッフと母で面接を行った。母は本人が長期欠勤していたことを知らず、毎日、「これから出勤します」という連絡があり、それを信じていたという。また、祖母にも欠勤していることを悟られないように、出勤時間に合わせて外出し、ジャスコや自宅で時間をつぶし、帰宅時間に合わせて祖母宅に帰っていたという。うそをついたことの理由は何も話さない状況であった。

　男性との関係はまだ切れず、青明舎が代行しバス会社へクレームの連絡を行い、その後の関係はない。




















H21年3月　-出勤手段-


　母との面談後は続けて出勤できている。毎日母親が送迎している状況であるが、本人の自立を促すため、母より車を運転して出勤させたいとの希望がある。また、仕事を休む際も母が代行せず、本人から職場へ連絡を入れることを原則とし、それ以外の欠勤は無断欠勤扱いとし、本人の処遇を適切に検討して欲しいということも話している。今後、本人の責任を持って仕事を続けていくこととなる。








H21年5月　－欠勤、失禁－


　兄の結婚式やゴールデンウィークに入り、母親がまた長期不在となる。5月8日、職場より本人が失禁したため、早退させたとの連絡が入る。5月12日、職場を欠勤したとの連絡がある。当日、本人が直接青明舎に来所し、失禁をして迷惑をかけたから職場にいけない、悪口を言われている等と訴えている。泌尿器科受診を促し、当日受診している。5月13日、職場を訪問。職場環境や本人の状況について確認を行う。泌尿器科では膀胱炎疑いといわれ、再検査予定となる。5月18日、突然、青明舎へ本人が来所。昨日、外出中に携帯電話を落とした、心配で職場にいけないなどと訴える。既に本人が警察へ紛失届けを提出し、携帯会社へも一時停止の連絡を入れている状況で、これ以上の捜索は難しいこと、社会人として、携帯電話を落としたという理由で職場を欠勤することは認められないことを伝え、遅刻しても良いので出勤するように伝える。





　5月21日、母が帰省したため、面談を実施。母不在時の対応について改めて話し合う。必ず着替えを持っていくこと、尿取りパットで対応してもらう等、母の協力を依頼した。








【分かってきたこと】


本人は「キューピーほど良い職場はない。仕事を続けたい」という気持ちが強い


職場内での障害への理解は十分にあるが、本人の逸脱的な行為が重なり、やや信頼が薄れている


衛生管理を徹底している職場であるため、失禁は致命的


母親不在時のみ、欠勤や失禁が問題となる


本人はうまく物事がいかなくなると、周囲に対して被害的となる


本人の行動範囲はとても広い


母親への依存が強い


母親は本人の行動パターンや障害についての理解はあるが、本人へうまく返せない


職場としては、これ以上続くようであれば異動もしくは解雇も検討する構えである





【必要なこと】





本人との信頼関係を築く・・・自宅訪問、定期的な職場訪問、電話連絡　など


欠勤に至る原因を本人へ確認する・・・本人との面接


失禁の原因を確認する・・・泌尿器科検査結果の情報収集


職場との連絡調整を継続していく・・・必要であれば障害についての資料や講義形式での面談を


　　　　　　　　　　　　　　　　　実施する
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